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 図 3-2 海岸漂着物量（海岸漂着物概況調査） 

注）ごみ量（L/10m）：調査した海岸 10m あたりの海岸漂着物（流木・潅木等の自然ごみを除くごみ）の容量 
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5  海岸漂着物等の実態調査結果の概要 

伊勢湾（桑名市から志摩市大王崎）の三重県側の海岸の漂着物量は、熊野灘（志摩

市大王崎から紀宝町）より約 5 倍多く、特に、鳥羽市・志摩市周辺は約 14 倍、鳥羽市

の答志島は約 91 倍と最も多い結果でした。 

伊勢湾内の流れは、湾口から東側（愛知県側）を北上し、湾奥から西側（三重県側）

を南下する反時計回りの流れといわれており、県内の河口部から放流された漂流ボト

ル調査結果からも、その傾向が確認されています。このため、伊勢湾に流入したごみ

は、三重県側の海岸に沿って南下し、一部が途中の海岸へ漂着しながら、多くが鳥羽

市の答志島に漂着しているものと考えられます。答志島に漂着しなかったごみは、答

志島と伊良湖岬の湾口から外洋に流出するか、伊勢湾内の反時計回りの海流により、

湾口から東側（愛知県）を漂流・漂着するものと考えられます。 

一方、伊勢湾に流入する河川では、上流から河口部までごみの多い地点が認められ、

一定の傾向は認められませんでした。また、河川ごみのうちの生活系ごみの主な発生

要因は、不法投棄やポイ捨てと考えられました。 

海岸漂着物のライターに記載された情報から、発生場所を推定した結果、本県の伊

勢湾に漂着する海岸漂着物のうち、本県から流出したものは 45％と推定されました。 

ごみの種類を見ると、海岸漂着物、河川ごみ、海底ごみとも、流木・潅木が最も多

く、人工物では、漁業系、生活系、事業系のごみが確認されており、全般的には、生

活系のごみがやや多い傾向が見られました。 

これらのことから、海岸漂着物の多くは、陸域起源のものであり、伊勢湾内に漂着

するごみのほとんどは、三重県だけでなく、伊勢湾流域圏全体から発生していること

が推測されます。 

また、その中でも特に生活系ごみは私たちの生活から排出されていると考えられ、

私たちの生活と強く結びついていることが認められました。 

海岸漂着物対策は、回収の促進と同時に、広域的な発生抑制対策も重要であり、私

たち一人ひとりの取組が大切と考えられます。 

 


